試すヤハウェ、試されるヤハウェ : 創世記22 章における√nsh の用法と文学的機能 by 岩嵜 大悟 & Daigo Iwasaki
試すヤハウェ、試されるヤハウェ
──創世記 22章における nsh の用法と文学的機能──
岩 嵜 大 悟
1．はじめに
創世記 22章 1−19節（以下、創世記 22章）物語の冒頭において、語り手は

















（１）創 22 : 1 b において、通常の語順とは異なって主語が動詞の前に置かれており、「神」に定冠詞が付
けられていることから、強調がされていると筆者は考える。（GKC§126 e）を参照。
（２）聖書の訳文は筆者の試訳。以下、同じ。
（３）（Westermann, 1985 : 356）。
（４）（Ska, 1990 : 30−31）。
（５）（月本、1997 : 63、注七）、（左近、1995 : 193）。
（６）ヤハウェとエロヒームは創世記 22章で混同ないし同一視されている（水野、1995 : 9）。フォン・ラ























まず神を「試す」用例は 10例あり、具体的には出 17 : 2、7、民 14 : 22、申 6 : 16、
詩 78 : 18、41、56、95 : 9、106 : 14、イザ 7 : 12の各箇所であり、明らかに詩編に集
中している。また、この神を「試す」用例のうち、申 6 : 16、詩 95 : 9、106 : 14は出
──────────────
（７） の使用箇所については、次のコンコルダンスを使用した。（Even-Shoshan, 1990）。
（８）加筆・編集部分についての見解の相違はあるが、創世記 22章を E と考える研究者には、（Gunkel,
1922 : 236）、（左近、1995 : 192−195）、（関根、1998 : 63）などが挙げられる。なお、関根の最新の見
解および、創世記 22章を E に帰することについての近年の議論については、（関根、2008 : 8）およ
び（関根、2008 : 250、注 20）を参照。
（９）Hamilton はこの両者の「神学的用語」および、「試練」を行ったのが「その神（ha¯elo¯hîm）」であるこ
とを挙げている（Hamilton, 1995 : 101）。12節においてヤハウェの使いが語るように、「神を畏れる」
ことがエロヒーム／ヤハウェの「試練」であったという「読み」は一般的なものであり、現在のテ
クストの読みとしては最も「素直」な読みであろう。このような読みをとるものにはたとえば、（Helf-
meyer, 1998 : 449−450）などがある。
（１０）（Helfmeyer, 1998 : 446−453）を参照。
試すヤハウェ、試されるヤハウェ
― １２ ―
17 : 1−7の記事に言及したものである。つまり、出 17 : 2、7以外で神を「試す」用例
は民がヤハウェを 10度も「試した」と語る箇所（民 14 : 22）、詩編 78編、アハズが
言葉「ヤハウェを試すようなことはしない」（イザ 7 : 12）という箇所であり、実際
の用例としては多くはないといえる。
これに対し、神によって「試される」用例は、創 22 : 1以外では、出 15 : 25、16 :
4、20 : 20、申 4 : 34、8 : 2、16、13 : 4、33 : 8、士 2 : 22、3 : 1、4、代下 32 : 21、詩











る（出 15 : 25、16 : 4、申 8 : 2、16、士 2 : 22、3 : 1、4）。
（Ⅱ）神が主語である用例
ここでは、創世記 22章における場合と同様に、神が主語である（意味上の主語を
含む）用例を検討したい。この神が主語である用例は、創 22 : 1以外では、Westermann
によれば 11例、Trible によれば 7例ある（13）。この両者による指摘を比較すれば、前
者が含み、後者が含まないものは、申 33 : 8、士 2 : 22、3 : 1、4、詩 26 : 2であり、
後者が含み、前者が含まないものは、出 20 : 20である。このうち、ヘブライ語聖書
から神が主語であると確認できるテクストは士 3 : 1（14）、3 : 4（15）、詩 26 : 2（16）、出 20 :
──────────────
（１１）（Helfmeyer, 1998 : 449）。
（１２）（水野、1995 : 9）。
（１３）Westermann によれば創 22 : 1以外に、出 15 : 25、16 : 4、申 8 : 2、16、13 : 4、士 2 : 22、3 : 1、4、詩
26 : 2、代下 32 : 31（Westermann, 1985 : 356）。Trible によれば、創 22 : 1のほかに、出 15 : 25、16 :










20（17）であり、解釈を含めば可能となるものは申 33 : 8（18）、士 2 : 22（19）である。さら
に、二人が共に指摘している箇所は出 15 : 25、16 : 4、申 8 : 2、16、13 : 3、代下 32 :
31という 6例である。以上の考察をふまえると、神が主語である（意味上の主語を




の用例は、創 22 : 1（アブラハム）以外では、〔出 15 : 25（彼）（21）〕、王上 10 : 1（ソロ
モン）、詩 26 : 2（わたし）、代下 32 : 31（ヒゼキヤ）である。このうち、彼の代名詞














士 2 : 20−22がヤハウェの会話文であることから、意味上の主語をヤハウェと同定できるだろう。し
かし、このように意味上の主語を文脈から補うことは、すでに一つの解釈であり、本稿では含まな
いことにする。
（２０）出 16 : 4、20 : 20、申 13 : 3、士 3 : 1、3 : 4の各節。解釈が分かれる出 15 : 25（本稿注 21を参照）お
よび 2人称単数男性の人称接尾辞であるがイスラエルを指すと思われる申 8 : 2、16は含まない。さ
らに、解釈を含めば神が主語であると考えられる 2例のうち、士 2 : 22もイスラエルを目的語にす








読むか（口語訳など多くの訳）という両方に読めるだろう。この出 15 : 25の用例が特定の個人を取
る用法か否かについては、本稿では留保したい。


































（２３）（水野、2006 : 334−335）、（Skinner, 1930 : 328）、（Driver, 1907 : 216）、（Gunkel, 1922 : 236）。
（２４）（大野、2001 : 53）。
（２５）（水野、2006 : 335）。
（２６）（Gunkel, 1922 : 236）。







































（３３）（Holbert, 1991 : 115）、（Wenham, 1994 : 103）。


































（３５）（Wenham, 1994 : 103）。
（３６）（Skinner, 1930 : 328）。
（３７）本稿 2．（Ⅰ）を参照。
（３８）（van Seters, 1999 : 138）。
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